
令和４年度
認知症にやさしい異業種連携協議会
取組報告会

認知症にやさしい異業種連携協議会、認知症にやさしい異業種連携共同宣言については、こちらからご覧になれます。

資料１



（１）認知症にやさしい異業種連携共同宣言の普及及び実践の促進
（２）認知症に関する学びや認知症当事者（本人及び家族）の声を

聴く会の開催
（３）異業種交流及びマッチング支援
（４）認知症にやさしいモノやサービスの検討と実践
（５）活動報告会やシンポジウム等の開催
（６）その他協議会の目的の達成に資する取組

高齢化が急速に進行する中で、認知症になっても個人の尊厳が尊重さ
れ、安心して暮らし続けられる社会を実現するため、高齢者、認知症の人
に身近なモノやサービスを提供する企業が異業種連携により“認知症にや
さしい”モノやサービスを検討し、実践することを目的とする。

協議会の活動

認知症にやさしい異業種連携協議会（令和元年６月設置）

設置主旨



業種 企業名

建設業 ■インテリアオフィス匠 ■有限会社キムラ建宅 ■株式会社クレマ ■株式会社宮野商事 ■株式会社フジ・ホーム

■有限会社ジャパン・ルーフ ■株式会社スマイリー

製造業 ■株式会社青木プラス ■株式会社アロマジョイン ■エーザイ株式会社 ■株式会社エージェンシーアシスト ■大塚製薬株式会社

■株式会社桜井金物 ■サンケイデザイン株式会社 ■凸版印刷株式会社 ■株式会社永谷木材 ■株式会社もり

■株式会社ヤマコー ■株式会社島津製作所 ■住友ファーマ株式会社 ■株式会社日立製作所

電気・ガス・熱供給・水道業 ■関電サービス株式会社

情報通信 ■アイテクサス株式会社■株式会社エクサウィザーズ ■KAERU株式会社 ■株式会社スリーエース ■株式会社UB-BIZZ

■一般社団法人セーフティネットリンケージ ■ソフトバンク株式会社 ■株式会社COCO・WA・DOCO ■株式会社日新システムズ

■株式会社ＳＨＩＮ－ＪＩＧＥＮ ■株式会社アドバンスト・メディア ■株式会社ソフトディバイス ■株式会社トータルブレインケア

運輸業 ■株式会社キャビック ■都タクシー株式会社

卸売業・小売業 ■アルフレッサ株式会社■株式会社大垣書店 ■京都生活協同組合 ■株式会社セブン-イレブン・ジャパン ■株式会社丹後乳販

■有限会社西野山セブンイレブン山科百々町店 ■株式会社ハートフレンド（スーパーフレスコ） ■株式会社ミートショップヒロ

■ゆう薬局グループ株式会社ゆうホールディングス

金融業、保険業 ■株式会社京都銀行 ■三井住友信託銀行株式会社 ■京都信用金庫 ■京都中央信用金庫 ■アフラック生命保険株式会社

■住友生命保険相互会社 ■SOMPOひまわり生命保険株式会社 ■第一生命保険株式会社 ■損害保険ジャパン株式会

■東京海上日動火災保険株式会社

不動産業 ■株式会社エフサポート ■株式会社エルハウジング ■株式会社フラットエージェンシー

学術研究、専門・技術サー

ビス業

■京都カウンセリングラウンジ ■一般社団法人日本意思決定支援推進機構 ■NPO法人日本医療経営機構 ■株式会社関広

■NPO法人フラワーサイコロジー協会 ■デロイトトーマツコンサルティング合同会社■合同会社洛北社中

■一般社団法人みやこシニアサポート ■司法書士法人おおさか法務事務所 ■一般社団法人相続相談センター

■司法書士法人山西福村事務所 ■林計理事務所 ■司法書士法人みかた ■NPO法人ユニバーサル・ケア

■一級建築士事務所スーク創生事務所 ■Season.B合同会社 ■難波みなみ法律事務所 ■株式会社Teals

生活関連サービス業、娯楽

業

■株式会社アグティ ■有限会社INFINITY ＮＰＯ法人なでぃ ■シアーハッピネス ■フィットネスクラブピノスけいはんな

医療・福祉サービス業 ■株式会社DRIPS■ソーケンメディカル株式会社■SOMPOホールディングス株式会社 ■株式会社HAPPY LIFE

サービス業（他に分類されな

いもの）

■えすてる ■アルムサービス ■京都エレベーター株式会社 ■株式会社漆芸舎 ■綜合警備保障株式会社

■株式会社プライムアシスタンス ■お酒買取専門店リンクサス ■リンクサスモバイル

参画企業（令和５年２月５日現在） ９４企業



■ 多様な認知症の方々の声を聴きます

1. 認知症を知ることからはじめます
2. 認知症の方一人ひとりの想いの実現に向けて行動します
3. 医療・介護のよりよい利用を支えます
4. 認知症になっても社会の担い手として活躍することを応援

します
5. 認知症になっても楽しめるエンターテインメントを届けま

す
6. 若年性認知症の方への新たなサービスを創出します
7. 認知症の方を支える人たちを応援します
8. 様々なツールを活用し、役立つ情報を届けます
9. 認知機能の低下に備える社会づくりに貢献します
10. 業種を超えて連携します

認知症にやさしい異業種連携共同宣言（令和元年度）

＜令和2年3月策定・令和2年9月28日発表＞

認知症になっても個人の意思が尊重され、安心して暮らし続けられる社会
を実現するため、企業として取り組むべき行動についてとりまとめたもの



①チーム「認知症にやさしいマッチング掲示版」 (リーダー：京都信用金庫）

＜メンバー＞

企業、司法書士法人、認知症のご本人、認知症疾患医療センター、

地域包括支援センター 等

②チーム「認知症の方の就労支援」（リーダー：綜合警備保障株式会社）
＜メンバー＞
企業、認知症のご本人・家族、デイサービス、作業療法士、理学療法
士、認知症カフェ、若年性認知症支援コーディネーター 等

③チーム「認知症の方のQOL/セキュリティー向上に資するサービス・機器導入
支援」（リーダー：住友生命保険相互会社）
＜メンバー＞
企業、司法書士法人、認知症当事者家族、認知症地域支援推進員
ケアマネジャー、地域包括支援センター 等

認知症にやさしいビジネスアイデアワークショップ（令和３年６月～）

5

企業から検討したいテーマを募り、他の企業、認知症当事者・家族、医療・介護関係者、行政関係者
などがチームを結成し、ビジネスアイデアを検討。令和４年度は、実践やさらなるアイデアの検討など、
各チームが異なるフェーズで活動を継続



6

「当事者参加型開発モデル」の構築に向けた買い物・小売に関するワークショップ（令和３年１２月～）

「買い物・小売」をテーマとして、開発のあらゆる段階で認知症当事者にご参加いただきながら、認知症当
事者の生活課題や困り事、ニーズなどに対応した商品・サービスの開発を目指すワークショップを開催

令和3年度（12月～3月）

令和4年度～

若年性認知症当事者、デイサービスを利用する認知症当事者・家族、認知症カフェを利用する認知症当事
者・家族から「買い物・小売」をテーマにニーズをお聞きし、参加した企業で取り組めそうなことについて
意見交換

上記ワークショップに参加した企業が、さらに認知症当事者とともにモノやサービスの開発・ブラッシュ
アップを進めている。


